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マルコ福音書の分析 11:-13:  
マルコ福音書の11章から13章は、イエス・キリストがエルサレムに入り、神殿で権威を示しつつ、偽善者た
ちと知恵をもって対峙する重要な場面を描いています。特に13章では神殿の崩壊が予言されており、その前
段階として11章と12章でイエスの権威と知恵が強調されています。この部分は、イエスが天から与えられた
権威を持つ「柔和な王」（憐れみ深い王）として現れ、パリサイ人、サドカイ人、律法学者といった偽善者
たちがそれに逆らう構図で展開されます。

権威のテーマ（11章1節から12章12節）  

イエスのエルサレム入城と神殿での行動  

物語は、イエスがエルサレムに入城する場面（11章1節～11節）から始まります。群衆は「ホサナ、ダビデ
の子」と叫び、イエスを柔和な王として歓迎します。しかし、イエスが神殿に入ると、そこは「強盗の巣」
と化しており、商人を追い出し、「神の家はすべての民のための祈りの家でなければならない」と宣言しま
す（11章15節～17節）。この行動は、イエスの権威が神から来ていることを示しています。神殿が祈りの場
ではなく、財産を求める場所になっていることを批判し、本来の目的を取り戻そうとするのです。

権威の源泉を巡る対立  

神殿の指導者たちはイエスの行動に疑問を抱き、「何の権威でこのようなことをするのか」と尋ねます（11
章27節～33節）。イエスは逆に「ヨハネのバプテスマは天からのものか、人からのものか」と質問を返しま
す。指導者たちは群衆を恐れて答えられず、イエスの権威を暗に認めざるを得なくなります。ここで注目す
べきは、群衆がイエスの教えに感動し、喜んで耳を傾けている点です（12章37節）。イエスの権威は群衆に
支持されており、偽善者たちはそれに対抗できないのです。

「ぶどう園の農夫」のたとえ  

イエスはさらに「ぶどう園の農夫」のたとえを語ります（12章1節～12節）。このたとえでは、農夫たちが
主人から送られたしもべや息子を殺し、ぶどう園を自分たちの財産にしようとします。これは、偽善者たち
が神のしもべ（預言者）や息子（イエス）を拒絶し、神の権威を奪おうとする姿を象徴しています。イエス
はこのたとえを通じて、偽善者たちが権威ある者から財産を奪おうとする欲望を批判し、彼らの裏切りを明
らかにします。

知恵のテーマ（12章13節から12章44節）  

パリサイ人とヘロデ党の挑戦  

偽善者たちはイエスを陥れようと、知恵ある質問で挑みます。パリサイ人とヘロデ党は「カイザルに税金を
納めるべきか」と尋ね、政治的な罠を仕掛けます（12章13節～17節）。イエスは「カイザルのものはカイザ
ルに、神のものは神に返しなさい」と答え、彼らの偽善を見抜いて共倒れさせます。この知恵ある回答は、
イエスの権威が単なる政治的権力ではなく、神に基づくものであることを示します。
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サドカイ人の復活に関する質問  

次に、復活を信じないサドカイ人が「7人の兄弟と結婚した女性が復活したら誰の妻になるのか」と難問を投
げかけます（12章18節～27節）。イエスは「神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神である」と答
え、復活の真実を明らかにし、彼らの無知を指摘します。ここでもイエスの知恵が偽善者の挑戦を上回りま
す。

律法学者の質問とイエスの回答  

律法学者は「どの戒めが一番重要か」と尋ねます（12章28節～34節）。イエスは「神を愛し、隣人を愛する
こと」と答え、律法学者もこれに同意します。イエスは「あなたは神の国から遠くない」と評価しますが、
同時に律法学者たちの偽善も批判します。彼らは知恵を誇りますが、イエスの知恵と権威には及ばないので
す。

ダビデの子と神殿の裁き  

ダビデの子の秘密  

12章の終盤で、イエスは詩篇110編を引用し、「ダビデの子」であるキリストが同時に「ダビデの主」であ
ることを示します（12章35節～37節）。群衆はこれを喜んで聞きますが、偽善者たちは敵対心を強めます。
ここでも群衆がイエスの教えに感動していることが強調されます。

お金と祈りの対比  

イエスは貧しいやもめが神殿に献金を捧げる姿を見て、「彼女はすべてを捧げた」と称賛します（12章41節
～44節）。一方で、偽善者たちは「祈りを長くする」と偽善的な態度を示します。ここでお金と祈りのテー
マが再び浮上します。11章の神殿での出来事でも、財産を求める強盗の巣と祈りの家が対比されており、イ
エスは神殿が祈りの場であるべきだと教えています。

神殿の崩壊と新しい神殿の予言（13章）  

13章では、イエスが神殿の崩壊を予言します（13章1節～2節）。古い神殿は偽善と汚れに満ちており、裁き
を受ける運命にあります。イエスは知恵ある王として偽善者と戦い、新しい神殿を建てることを示唆しま
す。これは、神の国が到来する象徴であり、旧約聖書の知恵文学や預言書に見られる「知恵を持つ王が偽善
を裁く」テーマを反映しています。13章は、神殿での最後の戦いとも言える場面で、イエスが新しいソロモ
ンとして神の国を確立する姿が描かれています。

結論：権威と知恵による神の国の到来  

マルコ福音書の11章から13章は、イエスが柔和な王としてエルサレムに入り、天から与えられた権威を示
し、偽善者たちと知恵で対峙する姿を描いています。群衆はイエスの教えに喜び、支持しますが、パリサイ
人、サドカイ人、律法学者たちは権威に逆らい、財産を奪おうとします。しかし、イエスは知恵ある回答で
彼らを退け、神の国の真実を教え、最終的に神殿の崩壊と新しい神殿の建設を予言します。この部分は、イ
エスの権威と知恵が神の国の到来を具体的に示す重要な段落であり、偽善者との戦いを通じて信仰の本質を
明らかにしています。
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